
令和７年度 上下水道部 経営方針                

 

令和７年４月 

上下水道部長 神内 明宏 

１ 部・室の基本方針 

（１）部の組織目標 
（２）「まちづくり構想 福知山」で掲げる政策・施策の実現、及び行政改革大綱 2022-2026 

の取組推進に向けた部内の運営方針 

①利用者への水道水の安定供給と持続可能な施設整備の推進 

②汚水等の適切な処理による利用者等の快適な生活環境の維持向上と

持続可能な施設整備の推進 

③民間事業者との連携強化による良質なサービス提供体制の構築と運   

用 

④経営戦略と整合する企業経営の推進と上下水道ビジョンに沿った施

設・設備の更新 

■まちづくり構想 福知山 

〇基本政策「９持続可能な生活を支える基盤の整ったまち」 

〇政策目標「９－２産業基盤の確立」 

〇施策「計画的な上下水道の整備」 

・上下水道施設の計画的更新及び耐震化の推進 

・上下水道施設の統廃合の検討 

・上下水道事業のビジョン及び経営戦略に基づく健全経営の推進 

・下水道事業の広域化・広域連携の検討 

■行政改革大綱２０２２－２０２６ 

〇基本目標「ひとが集う、安心して暮らすことができる魅力的な地域をつくる」 

〇政策「活力を生み、安心な生活を実現する環境の確保」 

〇政策目標「１１産業基盤の整備」 

・計画的な上下水道施設の整備 

■ＳＤＧｓのゴール「６・９・１１・１４・１７」  

 

２ 令和７年度の重点目標 

No 重点目標 
現状認識（重点目標の背景にある 

現状と課題、社会の動向など） 
取組内容及び成果目標 達成状況（年度末評価） 

達成

度 

1 
上水道事業等包括的民間委託事

業 

人口減少など、将来的に料金収入が減少

していくことと、民間のノウハウを活か

した質の高いサービスを提供するため

平成３１年度に水道事業等包括的民間

委託を導入した。第二次包括的民間委託

（令和６年～令和１０年度）の開始に伴

いパートナーシップ会議により業務課

題の解決に取り組み業務を遂行する。 

【取組内容】 

包括的民間委託のパートナーシップ会議によ

り、各業務の更なる向上を図る。 

パートナーシップ会議及び第三者アドバイス

会議の実施。 

【成果目標】 

パートナーシップ会議による業務の効率化 

  



2 上下水道事業経営審議会の開催 

上下水道事業の適正かつ効率的な経営

を図るため、令和２年度に条例に位置

付けて常設設置（公開開催）したもの

で、継続的、総合的に各種計画等を審

議する。 

【取組内容】 

経営審議会を開催し、経営状況等を報告・確認

するとともに、経営改善に向けた議論を行う。 

【成果目標】 

審議会を年３回開催 

  

3 

水道事業ビジョンの計画的展開

（水道基幹管路の更新と耐震

化） 

令和元年１２月策定のビジョンに基づ

いて計画的な水道基幹管路の更新と耐

震化を促進する。 

【取組内容】 

水道管の更新に併せて耐震管を布設し基幹管

路の耐震化を推進する。 

【成果目標】 

基幹管路更新延長Ｌ＝1,100ｍ 

基幹管路耐震化率 42.2％ (0.8%向上) 

  

4 

水道事業ビジョンの計画的展開

（浄水場の施設更新と管理効率

の向上） 

令和元年１２月策定のビジョンに基づ

いて計画的な浄水施設等の更新と効率

的な維持管理を促進する。 

【取組内容】 

日置浄水場に濁度・色度を除去するための前処

理設備を設置し、運転管理の省力化を図る。 

【成果目標】 

濁度・色度を管理基準値以内で適正管理 

  

5 下水道総合地震対策事業 

令和７年４月１０日２年度策定の下水

道総合地震対策計画に基づいて施設等

の防災・減災対策を推進する。 

【取組内容】 

下水道総合地震対策計画に基づき、段畑汚水中

継ポンプ場などの耐震化を推進する。 

【成果目標】 

施設耐震化率３７．５％ 

 

  

6 
福知山終末処理場汚泥処理施設

再構築事業 

老朽化が進んだ既存の汚泥処理施設に

関して、国の通達に基づいて汚泥の有

効活用が図れる施設となるよう計画的

に施設の再構築を進める。（日本下水道

事業団とＤＢについて協定締結） 

ＳＰＣとＯについて（契約締結） 

【取組内容】 

着手している汚泥有効利用施設建設工事の進

捗管理を行うために、定期的な会議を実施し、

令和７年度末の施設完成、引渡しをめざす。 

令和７年度中に維持管理契約締結をめざす。 

【成果目標】 

新設工事の遅延のない進捗管理 

維持管理契約締結（秋頃） 

  

 

 

 

 

 

 



 

【達成度】 

区分 達成の度合 定量的な判断基準 定性的な判断基準 

Ａ 目標を著しく上回る成果をもって達成 達成水準に対して 150％以上の成果 期待を大幅に上回る成果 

Ｂ 目標を上回る達成 達成水準に対して 110％以上の成果 期待以上の成果を挙げた 

Ｃ 目標通りに達成 達成水準通り（100％）の成果 ほぼ期待通りの成果を挙げた 

Ｄ 目標を未達成 
達成水準に対して 100％未満 

複数の成果目標に対して一部未達成 
期待通りの成果に至らなかった 

Ｅ 目標を著しく未達成 達成水準に対して 50％未満 期待を大幅に下回る結果 

 

 

 

３ 所管部署が関与する庁内推進組織 

推進組織の名称 役割等 所管事項（概要） 令和 7年度取組内容 進捗状況（事務局課のみ記載） 

防災対策推進会議 
関係課 

（下水道課） 

・治水対策の完成等を受 

け、ハード・ソフトを 

含めた防災対策を推進 

・防災施設の管理運用 

・避難体制の更なる取り

組み 

・新たな治水・内水対策

の検討 

防災施設管理運用計画に基づき実施中  

 

 


